
 

 

 

 

日差しが暖かく春らしい日が増えてきました。広場の壁面には皆さんが作ってくれたお雛様が飾られています。 

暖かくしてお散歩がてら見に来てくださいね。道中で、タンポポやスミレなど春の訪れに出会えるかもしれません。 

 

 

 

 

☆ ３月の予定   予定は変更することがあります。                  

  

 

 

 

5（土） １5(火) 25（金） 「ごほんの日」いつものお気に入り、なつかしいおすすめ、絵本を読んでみよう。 

14（月）～19（土） 「ガチャガチャカプセルを使っておもちゃを作ろう」 ガチャガチャ 
カプセルで楽しくリメイクどんなおもちゃが作れるかな？一緒に考えよう。 

10 (木) 10:00～  

30（水） 13:30～  

「おいでよ！０歳」 こんな時どうしてる？みんなでお話しよう。 

初めてのかたもぜひどうぞ。  ♪0歳児とマタニティの方優先です。  

23 (水) 13:30～ 「おいでよ！１歳」 お散歩しながら広場に来てね。お友だちと広場で遊ぼう。 

絵本やふれあい遊びで親子一緒に遊びましょう。   ♪1歳児優先です。 

１4(月) 午前 「公園に行きましょう」 広場近隣の公園にスタッフが出没。 

お話しできるといいな。 

日程未定 避難訓練 体験してみましょう。 

☆ もう一度確認、感染症予防対策と広場のお願い 

自宅では   ○来所する方全員の検温と体調の確認 

○2 歳以上の方はマスクを持ったかな？ 

入室の前に ○アルコールで手指消毒  ○市川市｢新型ｺﾛﾅ 

ｳｲﾙｽ感染拡大防止の為の確認シート｣記入 

入室したら  ○荷物を降ろし、お子さんと石鹸で手洗いを 

入念に。小さい頃から習慣にしましょう。 

さあ遊ぼう！ ○大人同士手が届かない距離で密を避けて 

♪ 貴重品（現金・スマホ・鍵など）は身につけて。地震など 

緊急時に手があき、お子さんとの移動がスムーズです。 

♪ おむつ替え､お昼寝､手洗い用にタオルをお持ち下さい。 

♪ ２回目からはお子さんの名札(広場で作れます)を持って。

※ 状況により変更することがあります。 ご不明の点や 

ご要望等、 ご遠慮なくスタッフへお問い合わせください。 

☆ “体験“ふたごちゃん用抱っこ紐 
上のお子さんの時から広場に来てくれていたママ。 

3 番目ふたごちゃん出産。1 か月が経ち、広場に連れてきて

くれました。首が座っていなくても抱っこできるふたごちゃん

用前抱っこで来所。スタッフが体験させてもらいました。お腹

にいる時から広場の賑やかな声を聴いて 

いたのか？ふたりともニコニコでした。 

「一緒にふたごちゃんアルアルを語りましょう」 

「ふたごちゃんママと繋がりたいです」 

「これから、ふたごちゃんを出産するママ 

にも会えると嬉しいな」とママ。ふたごちゃん 

ママ、妊婦さんぜひお待ちしています‼ 

ぜひお待ちしています‼。 

♪ 妊婦さん、未就園のお子さん、0～3 歳の方、どうぞご利用く

ださい。上のお子さんを連れての利用もお気軽にどうぞ。 

♪ 赤ちゃん人形で沐浴体験できます。お問い合わせください。 

♪ 新井 3‐31‐3 新井地域ふれあい館内 Ｔｅｌ:047‐312‐6336 

    開設：月～土曜 10～16 時(日・祝、年末年始お休み) 

♪ 当施設は、市川市の事業委託を受けて、NPO 法人 

    親そだちネットワーク ビジー・ビーが運営しています。 

☆「広場はどんなところ？」と思ったら 047-312-6336 までお電話ください！ 

月曜～土曜（祝日を除く）の 10 時～16 時まで、前日（当日）電話予約ができます。 

外庭のみの利用は、予約はいりません。定員がありますのでスタッフにお声かけください。  

月～土曜（祝日除く）の午前 10～12 時、午後 1 時 30 分～3 時 30 分の入替制です。  

 

 

 ☆人見知り真っ最中  
広場では、人見知りで泣いてばかりの 

女の子。今日は、人見知りはピタッと 

おさまり、お友達に興味津々、お友達を 

追いかけたり、お友達のママにも 

こんにちは！微笑ましい光景にママは思わず写真を

パシャ。 

人見知りも赤ちゃんの成長段階、みんなで温かく見守

っています。 
 

新井親子つどいの広場だより 
２０２２年 ３月号 

 ☆親子で楽しく遊ぼう リズムでのりのり 
のりのり週間 1 回目は恥ずかしがっていた 3 歳男の

子。お家に帰ってから「鬼のパンツ」を踊っていました

とママのコメント。今日は０歳さんとママが見守る中、 

のりのりで元気にお手本を見せて 

くれました。 

違う日にママは「おべんとうばこの 

うた」の手遊びもしてくれました。 


